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な
ん
で
も
お
気
軽
に

御
相
談
く
だ
さ
い

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

令
和
3
年
4
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
開
所
し

た
御
殿
場
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
広
報
や
相
談
、利
用
促
進
、後
見
人
支

援
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
分
自
身
や
家
族
、周
り
の
人
の「
財
産
管
理
の
不

安
」や「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
な
ど
の
不
安
」な

ど
、な
ん
で
も
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
業
務
の
一
環
と
し
て
、成
年
後
見
制

度（
法
定
後
見
制
度
や
任
意
後
見
制
度
）に
つ
い
て

の
御
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

現
在
、後
見
人
等
を
受
任
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、

書
類
の
作
成
等
の
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

           

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

　
　
　
　
無
料

※
事
前
予
約
制

料　

金

日　

時

問
合
せ　

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
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す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り 2

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

　

私
た
ち
は
、「
食
料
品
や
日
用
品

を
買
う
」「
預
貯
金
の
入
金
や
出
金

を
す
る
」な
ど
の
日
常
的
な
行
為
の

ほ
か
、賃
貸
借
の
契
約
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
の
手
続
き
、預
貯
金
や

不
動
産
の
管
理
な
ど
、日
々
の
生
活

の
中
で
様
々
な
判
断
や
決
定
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、善
し
悪
し
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
は
な
い
場
合
は
、自

分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
契
約
を
し

て
し
ま
い
、悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害

に
遭
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
や

知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど
の
理
由

で
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い

方
々
が
、そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、権
利
や
財
産
を

保
護
し
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

Q 1
成
年
後
見
制
度
に
は

ど
の
よ
う
な
種
類
が

あ
り
ま
す
か
?

任意後見制度

法定後見制度

　

成年後見制度 A 1

（補助・保佐・後見）
ほじょ ほ さ こうけん

「判断能力が低下する前」に「本人」がサポートし
てくれる人を選びます。

「判断能力が低下した後」に「家庭裁判所」がサ
ポートしてくれる人を選びます。

Q 2

法
定
後
見
制
度
と
は

何
で
す
か
?

A 2

　

成
年
後
見
制
度
に
は
大
き
く
分

け
て「
任
意
後
見
制
度
」と「
法
定

後
見
制
度
」の
２
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、法
定
後
見
制
度
は「
補
助
」「
保
佐
」「
後

見
」の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

　

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
生
活

に
支
障
が
出
た
と
き
に
、本
人
や
家

族
な
ど
が
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を

行
い
、家
庭
裁
判
所
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
を

選
ぶ
制
度
で
、判
断
能
力
の
度
合
い
に
応
じ
て
、「
補

助
」「
保
佐
」「
後
見
」と
い
う
３
種
類
の
サ
ポ
ー
ト
制

度
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。高

　

　

　

補助

保佐

後見

サポートを受けられれば
契約などの際に安心

サポートを受ければ
契約などができる

サポートを受けても
契約などができない

※「
契
約
な
ど
」と
は
、不
動
産
や
自
動
車
の
売
買
、金

銭
の
貸
し
借
り
な
ど
契
約
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
意
味
や
内
容
を
理
解

し
、判
断
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

判断能力

低

高
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成年後見人等が行うことの一例

健康保険や介護保険
などの手続き

定期的な訪問や見守り

不利益な契約の取消し

福祉サービス利用契約
のお手伝い

通帳の保管や
支払いのお手伝い

Q 3
成
年
後
見
人
等
の
役
割
は
何
で
す
か
？

A 3
　

成
年
後
見
人
等（
補
助
人
・
保
佐
人
・
成
年
後
見
人
）は
、本
人
の
意

思
を
尊
重
し
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、本
人
が
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
契
約
、公
共
料
金
な
ど
の
支
払
、預
貯
金
や
不

動
産
の
管
理
な
ど
を
、家
庭
裁
判
所
の
監
督
を
受
け
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

食
事
の
世
話
や
実
際
の
介
護
、入
院
時
の
身
元
引
受
け
な
ど
は
、成
年
後
見
人
等
の

役
割
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
年
後
見
人
等
は
、

本
人
に
必
要
な
支
援

の
内
容
に
応
じ
て
、家

庭
裁
判
所
が
最
も
適
任
だ
と
判
断
し

た
人
を
選
任
し
ま
す
。

　

本
人
の
親
族
、弁
護
士
・
司
法
書

士
・
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
家
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
ほ
か
、新
た

な
担
い
手
と
し
て
市
民
後
見
人
が
選

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

法
定
後
見
制

度
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、本
人

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁

判
所（
本
人
が
御
殿
場
市
に
住

ん
で
い
る
場
合
は
静
岡
家
庭
裁

判
所
沼
津
支
部
）に
申
立
て
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
申
立
て
が
で
き
る
人

は
、本
人
・
配
偶
者
・
４
親
等
内

の
親
族
な
ど
で
す
が
、身
寄
り

が
な
い
な
ど
申
立
て
を
す
る
人

が
い
な
い
場
合
は
、市
長
が
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q 4
成
年
後
見
人
等
に
は
、

ど
の
よ
う
な
人
が

選
ば
れ
る
の
で
す
か
?

A 4

Q 5
法
定
後
見
制
度
を

利
用
す
る
た
め
の

手
続
き
は
？

A 5

※
市
民
後
見
人
と
は

　
社
会
貢
献
へ
の
意
欲
が
高
く
、市

町
が
実
施
す
る
養
成
講
座
の
受
講
に

よ
り
成
年
後
見
に
関
す
る
一
定
の
知

識
・
態
度
を
身
に
付
け
た
一
般
市
民

の
方
の
中
か
ら
、家
庭
裁
判
所
が
成

年
後
見
人
等
と
し
て
選
任
し
た
人
を

「
市
民
後
見
人
」と
い
い
ま
す
。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り 4

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

組
織
の
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

啓
発
活
動
の
推
進　

高
齢
者
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

市
内
全
戸
を
会
員
と
し
、地
域
団
体
や

福
祉
団
体
等
の
代
表
者
と
行
政
機
関
か
ら

の
選
出
者
に
よ
っ
て
役
員
会
を
組
織
し
、そ

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。普
通
会
員
世
帯
数

は
、2
2
5
9
0
世
帯
で
し
た
。

　
「
第
4
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」に
規
定

す
る
83
項
目
1
7
3
事
業
の
年
次
評
価
を

行
っ
た
結
果
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
深
刻
で
、

平
均
得
点
は
3
.
3
5
点
、前
年
度
よ
り

0.
2
5
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

　

元
国
税
庁
監
察
官
を
講
師
に
招
き
、職
員

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

服
務
規
律
の
徹
底
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
4
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進

調
査
研
究
活
動

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
食
会

を
集
合
型
及
び
配
食
型
で
実
施
し
、配
布
、

訪
問
を
通
し
て
、健
康
状
態
の
確
認
、困
り

ご
と
に
対
す
る
相
談
支
援
を
行
い
、独
居
高

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　

各
区
広
場
等
に
設
置
さ
れ
る
児
童
遊
具

の
新
設
及
び
修
理
費
の
一
部
と
し
て
、4
区

へ
総
額
77
万
円
余
を
助
成
し
ま
し
た
。ま
た
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
準
要

保
護
家
庭
新
入
学
児
童
85
人
に
祝
金
支

給
、子
ど
も
食
堂
4
か
所
へ
の
職
員
派
遣

等
運
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
福
祉
活
動

低
所
得
者
世
帯
へ
の
福
祉
活
動

高
齢
者
福
祉
活
動

令
和
2
年
度

　

ご
て
ん
ば
社
協
だ
よ
り「
ひ
だ
ま
り
」を

年
間
7
回
発
行
し
、高
齢
者
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
、成
年
後
見
制
度
、子
ど
も
食

堂
に
つ
い
て
特
集
し
、親
し
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　

第
37
回
御
殿
場
市
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、参
加
団
体
を
含
む
市
民
の
安
心
、安
全

を
最
優
先
と
し
開
催
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

第
32
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
は
、

参
加
人
数
を
1
2
0
人
に
制
限
し
て
縮
小

開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま
え
、貸
付
け
の

対
象
世
帯
を
低
所
得
世
帯
以
外
に
も
拡
大

し
、休
業
等
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、

緊
急
か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の
た
め
の

費
用
を
貸
し
付
け
る
た
め
の
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
総
合
支
援
資
金
」の
貸
付
け
は
1
1
6

件
、決
定
額
5
9
0
7
万
円
余
、「
福
祉
資

金
」
の
貸
付
け
は
4
7
2
件
、決
定
額

7
7
5
0
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

相
談
受
付
件
数
は
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、前
年

比
約
8
倍
の
1
0
3
7
件
、一
定
期
間
家
賃

相
当
額
を
支
給
す
る「
住
居
確
保
給
付
金
」

は
決
定
件
数
が
1
2
5
件
に
上
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」と
連
携
し
て
コ
ロ
ナ

禍
で
収
入
が
減
少
し
生
活
が
困
窮
し
た

2
6
2
世
帯
に
対
し
て
食
糧
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

更
に
御
殿
場
・
小
山
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
議

会
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、企
業
等
と
も
連

携
を
図
り
、年
末
及
び
3
月
の
進
級
、進
学

時
期
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
子
育
て

中
の
世
帯
に
食
糧
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
6
人
を

推
進
役
と
し
て
配
置
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
生
活
支
援
の
担
い
手
の
養
成
、地
域
資
源

の
開
発
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
に
努

め
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
日
常
生
活
の
ち

ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
、（
ゴ
ミ
出
し
、部
屋

の
片
付
け
、庭
の
草
取
り
な
ど
）を
住
民
相

互
の
助
け
合
い
に
よ
り
行
う
、会
員
制
の
住

民
参
加
型
有
償
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、年

齢
者
の
孤
立
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　

更
に
こ
の
活
動
に
賛
同
す
る
市
内
の
社

会
福
祉
法
人
等
と
連
携
、協
働
を
図
り
、福

祉
専
門
職
等
の
参
画
を
得
て
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

間
88
件
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、社
会
福
祉
法
人
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
よ
る「
移
動
支
援
サ

ー
ビ
ス
創
出
」に
取
り
組
み
、「
中
畑
北
区
」

及
び「
北
久
原
区
」で
は
活
動
の
定
着
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
び
と
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
様
々
な
活
動
を
し
ま
し
た
。
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災
害
時
の
支
援
活
動

福
祉
団
体
と
の
連
携

　

市
内
の
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
及

び
特
別
支
援
学
校
、全
20
校
の
児
童・生
徒
を

対
象
と
し
て
、福
祉
教
育
実
践
校
事
業
を
展

開
し
ま
し
た
。

福
祉
教
育
の
推
進

地
域
福
祉
活
動
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福
祉
車
両
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会「
た

ん
ぽ
ぽ
」の
運
行
へ
の
協
力
を
得
て
、歩
行

困
難
な
方
に
福
祉
車
両
3
台
を
7
0
7
回

貸
し
出
し
ま
し
た
。

福
祉
車
両
及
び
福
祉
機
器
等
貸
出
事
業

　

認
知
症
高
齢
者
、知
的
障
害
者
、精
神
障

害
者
等
、判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方
21

人
に
対
し
て
、で
き
る
だ
け
自
立
し
て
地
域

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、日
常
的
な
金
銭
管
理

や
福
祉
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
支
援
、

権
利
侵
害
か
ら
の
見
守
り
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

法
人
後
見
を
12
件
受
任
し
、内
訳
は
後

見
9
件
、保
佐
3
件
、補
助
1
件
で
し
た
。

　

小
山
町
と
共
同
で「
市
民
後
見
人
養
成

講
座
」を
開
講
し
、御
殿
場
市
民
18
人
が
受

講
し
ま
し
た
。ま
た
、令
和
元
年
度
修
了
生

6
人
に
対
し
て
法
人
後
見
等
支
援
員
業
務

の
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

成
年
後
見
事
業

　

市
内
15
社
会
福
祉
法
人
等
の
参
画
を
得

て
、ご
て
ん
ば
福
祉
施
設
協
働
事
業
と
し
て
、

「
社
会
資
源
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
」、「
職

員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
合
同
研
修
会
の

開
催
」を
行
い
ま
し
た
。

　

結
婚
相
談
事
業
の
強
化
に
努
め
、地
域
住

民
が
抱
え
る
課
題
や
問
題
の
早
期
発
見
と
、

課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
体
制
を
整
備
し

ま
し
た
。相
談
セ
ン
タ
ー
の
対
応
件
数
は

7
8
2
件
で
し
た
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

　

玉
穂
地
区
及
び
高
根
地
区
地
域
住
民
の

心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の

た
め
、24
時
間
体
制
で
年
間
7
1
6
8
件
の

相
談
対
応
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、地
域
ケ

ア
会
議
の
開
催
、健
康
増
進
の
た
め
の
一
般

介
護
予
防
事
業
の
取
組
、更
に
要
支
援
1・2

及
び
事
業
対
象
者
に
対
し
て
自
立
支
援
の

た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、

1
1
9
7
人
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

出
張
相
談
の
実
施
や
、玉
穂
・
高
根
地
域

高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、「
介

護
の
日
」介
護
フ
ェ
ア
2
0
2
0
の
開
催
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花

　

各
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
及
び
支
部
活

動
の
充
実
の
た
め
、職
員
6
人
を
配
置
し
、

事
業
の
立
案
、開
催
支
援
、情
報
提
供
、関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
下
、高
齢
者
の
見
守
り
、安

否
確
認
活
動
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、そ
の
活
動
を
助

成
し
、組
織
化
と
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
被
災
を
想
定
し
て
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
立
ち
上
げ
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

御
殿
場
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
と
公

益
社
団
法
人
御
殿
場
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
構
成
団
体
と
す
る
御
殿
場
市
社
会

福
祉
協
議
会
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、「
市
民
の
総

合
交
流
、市
民
活
動
の
推
進
及
び
児
童
福
祉
、

高
齢
者
福
祉
と
総
合
的
福
祉
機
能
を
持
っ
た

施
設
機
能
を
い
か
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」に
努
め
ま
し
た
。令
和
2
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
応

じ
、適
宜
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

　

利
用
者
延
べ
2
8
9
1
人
に
、日
中
入

浴
、排
泄
、食
事
な
ど
の
必
要
な
生
活
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
中
一
時
支
援
事
業
は
、延
べ

6
0
3
人
に
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

生
活
介
護
事
業
所「
あ
け
ぼ
の
」

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
で
延
べ
3
2
1
8
人
の
支
援
計
画
を
作

成
、訪
問
介
護
事
業
で
は
、延
べ
3
9
0
3

回
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
ま
し
た
。

　

通
所
介
護
事
業
で
は
、延
べ
1
0
3
5
4

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
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令和２年度決算の概要 社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会

【事業活動収入内訳】
事業活動収入合計 4億7083万8951円

介護保険事業収入
34%

受託金収入
37%障害福祉

サービス等収入12%

経常経費補助金収入11%

会費･寄附金
4%

事業収入
1%

その他の収入等
1%

【事業活動支出内訳】
事業活動支出合計  4億4017万3208円

人件費 63%
事務費 24%

事業費9%

助成金
2%

共同募金配分金事業費
2%

法人全体 

事業活動収入

施設整備等収入

その他活動収入
前期末支払資金残高
収入合計

事業活動支出

施設整備等支出

その他活動支出
支出合計

前年度決算額 当年度決算額 増減

最終予算額（A） 決算額（B） 増減（A）－（B） 備考

456,110,000  470,838,951  △14,728,951

 △300

受託金収入  　　　   　 174,080,371
介護保険事業収入     　 159,190,976
障害福祉サービス等収入  56,994,403
経常経費補助金収入        52,498,925
会費･寄附金              　 16,700,549
事業収入              　 　　　6,822,006
その他の収入等      　　　4,551,721

（単位：円）

4,333,000 4,333,300

0 0 0

515,445,000 530,183,557

440,173,208 20,708,792460,882,000

55,011,30655,002,000

6,292,000 6,288,773
助成・寄附による公用車２台更新
パソコン１台更新等

人件費                    　 276,595,968
事務費              　   　　  104,517,055
事業費　　　　　　　　  39,597,508
共同募金配分金事業費　　　11,348,677
助成金                 　　　　    　7,884,000
貸付事業支出　　　　　         230,000

3,954,000 3,954,000 職員退職手当積立

前年度決算額より24,756,270円の増

471,128,000 450,415,981

当期末支払資金残高 55,011,306 79,767,576

3,227

0
20,712,019

24,756,270

静岡県共募車両一部助成・玉穂報徳会
車両購入寄附

前年度繰越金 △9,306
 △14,738,557

前年度比（1045万円余増）

前年度比（88万円余減）

前年度比（224万円余増）

前年度比（67万円余増）

前年度比（965万円余増）
前年度比（1619万円余増）

前年度比（448万円余増）

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、

住
民
組
織
と
し
て
の
性
格
を
表

す
最
も
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お

り
、毎
年
全
世
帯
に
普
通
会
員
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
納
入
に
つ
い
て
は
、各
区

長
様
を
通
じ
て
７
月
30
日
ま
で
の

取
り
ま
と
め
を
お
願
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、趣
旨
を
御

理
解
い
た
だ
き
、会
員
と
し
て
の

加
入
と
各
事
業
へ
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

普通会費

（　　　　　）1世帯当たり
年額500円 加

入
の
お
願
い

普通会費の使われ方
　皆様から頂きました普通会費は、各地域の
サロンを運営している地域福祉推進委員会
の活動費を始めとして、小・中・高・特別支援
学校で行われている福祉教育、住民の皆様
によるボランティア活動や各種相談事業など
に使われています。
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社協 三井米木会長と玉穂婦人会の皆様

笑顔でお宅訪問

にっこり笑って
声掛け

対象者の感想
福祉委員さんが来るのを指折り楽し
みにしています。お花を大切に育てて
います！

栢
ノ
木
区
ひ
だ
ま
り
の
会

　

５
月
２４
日（
月
）、玉
穂
婦
人
会
様

か
ら
お
米
や
缶
詰
な
ど
の
食
料
品
２

２
０
点
の
御
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

御
寄
附
い
た
だ
い
た
食
料
品
は
、認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ

の
く
に
」
を
通
じ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、休
業
、失
業

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
生
活
困
窮
世

帯
へ
の
支
援
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

見
守
り
・
安
否
確
認
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
！ 

 

　
「
集
合
型
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
再
開
ま
で
に
、自
分
た
ち（
福
祉
委
員
）に

は
何
が
で
き
る
か
？
そ
ん
な
話
合
い
か
ら
、今
回
の
見
守
り
・
安
否
確
認

活
動
が
実
現
し
ま
し
た
。」と
米
満
代
表
。

　

6
月
3
日（
木
）、福
祉
委
員
6
人
が
対
象
者
13
人（
高
齢
者
サ
ロ
ン
参

加
者
）の
自
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
キ
シ
ニ
ア
の
鉢
植
え
と
お
菓
子
は
、皆
で
集
ま
る
日
が
来
る
ま
で
、

も
う
少
し
我
慢
し
て
ね
！
と
い
う
激
励
の
気
持
ち
を
込
め
て
用
意
し
た
も
の
。

「
訪
問
し
て
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
が
見
ら
れ
れ
ば
良
い
で
す
。」と
福
祉

委
員
は
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

栢
ノ
木
区
の
絆
は
「
元
気
で
！
無
理
し
な
い
で
ね
！
」

で
つ
な
が
る
！

　

当
日
同
行
す
る
と
、対
象
者
は
満
面
の
笑
み
で
福
祉
委
員
を
出
迎
え

ま
し
た
。

　

福
祉
委
員
は
健
康
状
態
や
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
声
掛
け

を
行
い
ま
す
。

　

話
の
最
後
に
は「
元
気
で
！
無
理
し
な
い
で
ね
！
」と
い
う
言
葉
で
締

め
く
く
り
、栢
ノ
木
区
の
絆
は
、こ
の
一
言
で
つ
な
が
っ
て
い
る
、そ
う
実

感
す
る
活
動
で
し
た
。

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
様
贈
呈
式

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
様
は
、店
舗
の
改
装・閉

店
時
に
、売
れ
残
っ
て
、廃
棄
さ
れ
る
商
品
を「
社
会
貢
献
に
役
立

て
た
い
！
」と
い
う
思
い
か
ら
、各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄

贈
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
様
は
３5
の
自
治

体（
21
年
4
月
時
点
）で
商
品
寄
贈
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、寄

贈
を
行
っ
て
い
ま
す
。静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
静
岡
県
と
も

2
0
1
9
年
12
月
に
三
者
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
、御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
贈
は
初
で
、食
品
8

箱
、雑
貨
11
箱
、計
19
箱
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
寄
贈
い
た
だ
い
た
品
物
は
市
内
の
子
ど
も
食
堂
や
生
活
困
窮

世
帯
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

  

玉
穂
婦
人
会
様
に
よ
る

御
寄
附

食
料
品
２
２
０
点

御寄贈いただいた品物

株式会社セブン-イレブン・ジャパン様と社協梶守男事務局長
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福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
や
手
話
の
基

礎
、あ
い
さ
つ
の
表
現
な
ど
を
学
び
ま
す
。

ミ
ニ
手
話
体
験
教
室

参
加
者
募
集
！！

令
和
3
年
9
月
29
日
、10
月
6
日
、13
日
、

20
日
、27
日（
毎
週
水
曜
日 

全
5
回
）

午
後
7
時
か
ら
午
後
8
時
30
分
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

1
階 

第
1
・
2
会
議
室

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住・在
勤・通
学

者
で
初
心
者
の
方

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、指
文
字
、

挨
拶
の
手
話
、数
の
手
話
、手
話
で
の
自

己
紹
介
ほ
か

無
料

20
名（
先
着
順
）

8
月
4
日（
水
）か
ら
9
月
8
日（
水
）

ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

会　

場

対
象
者

内　

容

参
加
費

定　

員

申
込
み

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
セ
ン
タ
ー
講
師
に
よ
る
朗
読

講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
？

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

（
初
級
編
）受
講
者
募
集
！！

令
和
3
年
8
月
25
日（
水
）、

9
月
1
日（
水
）、8
日（
水
）     

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

２
階　

第
３・
４
会
議
室

７０
歳
以
下
で
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師
に
よ
る
実
技
指
導
、朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア「
く
ろ
つ
ぐ
み
の
会
」の
録
音
体
験

無
料

20
名（
先
着
順
）

7
月
1
日（
木
）か
ら
7
月
30
日（
金
）

ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

会　

場

対
象
者

内　

容

受
講
料

定　

員

申
込
み

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

電   

話（
0
5
5
0-

７
０-
６
８
０
１
）

F
A
X（
0
5
5
0-

８
９-

５
５
０
１
）

申
込
み
・
問
合
せ

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

電   

話（
0
5
5
0-

７
０-

６
８
０
１
）

F
A
X（
0
5
5
0-

８
９-

５
５
０
１
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
「
ト
イ
レ
が
近
く
て
出
か
け
る
の
が
心
配
…
」「
咳
や
く
し
ゃ
み
で
尿

が
も
れ
る
…
」5０
才
代
以
降
に
な
る
と
、3
人
に
2
人
は
こ
う
し
た
困

り
ご
と
の
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
わ
や
か
女
性
塾
で
は
勉
強
会
と
体
操
教
室
を
通
じ
、不
快
な
症
状

の
軽
減
、予
防
を
図
り
ま
す
。

　

皮
膚
排
せ
つ
ケ
ア
認
定
看
護
師
を
招
き
、排
せ
つ
の
し
く
み
、排

せ
つ
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
軽
減
す
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
尿
失
禁
予
防
教
室

菜
の
花
さ
わ
や
か
女
性
塾

令
和
3
年
7
月
1
日（
木
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  

2
階 

大
広
間

日　

時

会　

場

対
象
者

参
加
費

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花

電   

話 

0
5
5
0-

７
０-

６
８
０
4

申
込
み・問
合
せ

勉 強 会　

尿
失
禁
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
骨
盤
底
筋
体
操
を
中

心
に
下
肢
筋
力
を
鍛
え
る
体
操
を
行
い
ま
す
。

７
月
か
ら
２
月
ま
で
の
原
則
第
４
木
曜
日

午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」  
2
階 
大
広
間

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
女
性

30
名
程
度

勉
強
会
は
無
料

体
操
教
室
は
保
険
代
と
し
て
全
８
回
で
５
０
０
円

日　

時

会　

場

体 操 教 室

花王公式サイト
より引用

~

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。


